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科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：代数一般、表現論 
 
１．研究計画の概要 
Lakshmibai-Seshadri (LS) パスのなすパス
模型を用いて、主に以下の研究を行う。 
 
（１） １次元状態和を新たにパス模型の視

点から研究し、１次元状態和に関す
る最重要課題である X=M 予想を解
決 す る 。 そ の た め に  rigged 
configuration と LS パスとの関係
を調べる。 

（２） 特殊化していない Macdonald 多項
式を LS パスを用いて表示する。そ
して、Kostka 多項式や Macdonald 
多項式をパス模型の視点から研究す
る。 

 
２．研究の進捗状況 
（１）当初の研究計画に加えて、 rigged 
configuration に幾何的にアプローチするた
めに、Mirkovic-Vilonen (MV) 多面体の研究
を行った。主な研究成果は次の通り。 
  

① Demazure ク リ ス タ ル お よ び 
opposite Demazure クリスタルを 
MV 多面体を用いて記述することに
成功した。さらに  extremal な  MV 
多面体の頂点の具体的な記述を与えた。 

② P, Q を MV 多面体とする。 P が 
extremal であるときに、 P と Q のテ
ンソル積に対応する MV 多面体が、P
と Q の Minkowski 和に含まれること
を示し、 MV 多面体のテンソル積の
記述に関する大きな手がかりを得た。
さらにこれの応用として MV 多面体が 
Demazure クリスタルに含まれるた

めの必要条件を extremal MV 多面体
との包含関係によって与えることに成
功した。 

③ A 型の捩れのない量子アフィン代数に
関する MV 多面体の理論を構築する
ことに成功した。 

 
（２）この研究では、エクストリーマル・ウ
ェイト加群と呼ばれる量子アフィン代数上
の 加 群 が 重 要 な 役 割 を 果 た す 。 そ こ
で、”infinite rank の” 量子アフィン代数上
のエクストリーマル・ウェイト加群に関する
研究を行い、それらの結晶基底に対するパス
模型を構成することに成功した。そして、そ
れらのパス模型のテンソル積の分解則を
Littlewood-Richardson 係数を用いて具体
的に記述することに成功した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 

（理由） 
これまでの３年間で MV 多面体に関する多
くの重要な結果が得られた。また、 infinite 
rank の量子アフィン代数上のエクストリー
マル・ウェイト加群に関する研究は、研究目
標への新たなアプローチを示唆している。よ
って、当初の研究計画とは若干のずれはある
ものの、これまでに得られた結果は十分に重
要であり、研究目標を達成するために極めて
有益であろうと考える。それゆえ、上述の達
成度とした。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１） 当初の研究計画にはなかったが、MV 
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多面体や infinite rank の量子アフ
ィン代数上のエクストリーマル・ウ
ェイト加群の研究は引き続き行う。
（当研究の目標に別の視点からアプ
ローチできるようにするため。） 
 

（２） 今後もこれまで以上に国内外の研究
者と活発に交流し、情報収集や議論
を重ねていきたいと思う。さらにあ
る程度長期に海外に滞在し、そこで
表現論や数理物理学の研究者達と意
見交換をするつもりである。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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